
回答状況（総回答数：413件）

・ ケースごとの回答結果

・ 年齢ごとの回答結果

【裏面もご覧ください】

第１回　大田市役所本庁舎の整備を考える会『整備するならどこで？どんなふうに？』

《集計結果》

駅東区画整理事業地最も選択された敷地

9号線からアクセスしやすく、近くに公共交通機関の拠点があり、防災
機能・市民サービスの向上が見込め、費用対効果や活用の自由度の優
れた敷地であるため。

主な選択理由
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現在の本庁舎 旧警察署 駅東

JAしまね虹のホールおおだ

大田市駅



・新規造成地のため、自由度が高い。駅前整備のシンボルに。

・消防署や警察署と近いため、危機管理体制の構築がしやすい。

・第一に取得コスト、第二に地盤の高さ、第三に交通機関。

・災害時に他の公共施設(県･市)との協力ができる。

・さびれた駅前や駅通りの活性化につながる。

・9号線や駅からのアクセスが良い。

・整備中の市民サービスへの影響が少ない。
・整備に自由度があり、利便性が良い。

・他施設と供用駐車場の整備も可能である。

・行政施設ぐらいは駅前に集中してもよいと考える。

・地盤が高く強固。9号線や駅からのアクセスが良い。

・整備中の市民サービスに影響が少ない。

・駅周辺や駅通りを活性化し、計画的な都市計画の推進を望む。

・災害時の拠点として最適。

年代別のケース別回答数 最も回答数が多かった敷地を選択した理由(抜粋)

・駅に近く利用しやすい。

・地震や津波に強い。

・駅の近くなので、他県や外国の人にも分かりやすい。

・駅前や駅通りのにぎわいが生まれやすくなるのがとても良い。

・駅から近く、遠方の人やお年寄りに優しい。

・まちの景観・眺めも良くなる。

・今の庁舎は暗い印象なので、明るく開けた庁舎がいい。
・公共交通機関や自家用車でのアクセスが良い。

・駅前や駅通りの活性化が期待できる。

・整備中の市民生活への影響が最も少ない。

・利便性に優れ、駅周辺を含む市全体の活性化につながる。

・地盤も高く、避難場所になる。

・河川が氾濫した際にも浸水の恐れがない。

・災害時の避難所としても利用できそう。
・高齢化によりアクセスの良さは大切である。

・コンパクトシティー化や防災の観点からも望ましい。

・駅周辺にできることで市の活性化につながる。

・立地は駅東だが、場所の分かりやすさは現庁舎である。

・車が運転できなくなっても、公共交通機関で行きやすい。

・駅前がさみしいので、少しでも人通りが多くなると良い。

・欠点が少ない。
・災害の影響を受けにくい。

・駅周辺及び駅通りのにぎわいが創出できる。

・大田町以外の住民や高齢者もアクセスがしやすい。

・JRやバスの利用増、周辺への波及効果も見込める。

・駅東は防災的やアクセスは良いが、馴染みがない。

・9号線や駅から近く分かりやすい。

・市の中心地に人が集まり、活性化が期待できる。
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